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1． 協働のプロセス
前回の中間ふりかえり会議で、協働のプロセスについて意見交換や反省がなされ、その後は、協働についての共通理解ができたようで、事業も円滑に進行したようである。今回の会議では、その後の進展について反省がなされたが、強い不満などは見られず、今後の活動についても、お互い、良きパートナーとしてやっていけるという確信をもったようであった。
2． 成果の把握
成果については、各ＮＰＯが、この協働事業をきっかけに、様々なノウハウを身につけ、より活発な自立的活動を展開していく力をつけたという意味で、大きな成果が得られたといってよいであろう。この点は、行政側、ＮＰＯとも合意していた。ただ、居場所づくり事業は、その性質上なかなか難しいものであり、今後もさらにいろいろと工夫やしかけをしていく必要があり、行政側である青少年育成 チームからの継続的な支援が必要があるように思われた。
3． 課題・改善
今後の課題については、行政側、各ＮＰＯともに、内部では話し合われていたが、両者合同の話し合いの機会はなかったようである。そもそも、この協働事業は、各ＮＰＯの独自活動により進展するという性格が強く、ひとつの事業としてのまとまりがあまりなかったことにも、その原因があるのかもしれない。
  　全体として、行政側もＮＰＯの側も、また協働事業というものに十分慣れていないので、ぎくしゃくすることもあったようだが、信頼関係が生まれ、今後の発展が期待できるという意味で、成功であったといえるだろう。
